
平成２２年度第１回大分県行財政改革推進委員会 主な意見

監査結果のフォローアップについて

（包括外部監査：特別会計に係る事務の執行及び事業の管理について）

○外部機関を通じた貸付の実施について、経費という財政の問題で捉えるよりも、ど

ちらが、より借りる側にとって良いのかを考えながら判断してほしい。

○資金の貸付にあたっては、経営計画などの審査において、その資金を貸すのが本当

に良いのかどうかということを、十分に判断をした上で運用をしてほしい。ただ、緊

急避難の時にはそんな余裕はないという、非常に難しい問題を含んでいるので、十分

考慮された上での処置をお願いしたい。

○貸付実績があまり無いようなものは、見直し等も含めて考えていくべきではないか。

○農林水産業関連の貸付金について、貸し出しの実績があまり無いということは、県

としては残念なことである。もっともっとＰＲが必要。そうして、新たなる就農者や

参入者が出るように持っていくことが県の努めではないか。

○流通業務団地や臨海工業地帯の未売却地について、大企業の誘致ばかりを待たずに、

逆に地元の企業を成長させるという意味で、雇用拡大が見込める中小企業への門戸を

開いていくことが必要ではないか。


